
坂下全域で見られる地蔵菩薩石像の数

は、平成１６年版「坂下町史」第９章宗教

の石像文化財の項で見ると上野区３体、下

組２１体、合郷４体、町組１４体で合計４

２体ある。坂下の石仏には如来、観音、明

王などと１２０体ほどある中では地蔵菩薩

石像が最も多いようである。地蔵菩薩はそ

れだけ身近で親しみやすい石仏なのでしょ

う。民衆を救う菩薩、子供を守る菩薩で路

傍にあり〈お地蔵さん〉と呼び親しまれて

いる。

辞書などによれば地蔵三経の一つ「地蔵

菩薩本願経」には善男善女のための《二十

八種利益》が述べられているとある。沢山

の御利益があり、多くを聞いて守り導いて

くださる誠にありがたい菩薩である。頭を

丸めた僧形で右手に錫杖(しゃくじょう)を

左手に宝珠(ほうじゅ)を持って、あるいは

合掌して路傍に立つ石仏姿を誰もが思い起

こす。道祖神(どうそしん)と習合し道を尋

ねられ無言で石頭と言われるが、子宝に恵

まれるようになどの願掛けをされて、寒い

からと赤い帽子や涎掛(よだれかけ)をして

もらい、花や団子が供えられ愛らしい一面
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もうかがえる。集落の外れや峠にあるのは

塞神(さいのかみ)として集落へ入ってくる

厄災をさえぎる役割を果たしていると言わ

れる。

ところで、坂下のお地蔵さんを形状で見

ると舟形光背浮彫像が２５体、丸彫り像１

５体、文字塔が２体である。舟形光背浮

彫のお地蔵さんは花崗岩川原石を加工した

ものが多く、風化が進んでいてよく見ない

と分別できない。丸彫り地蔵菩薩立像は８

体ほどで堅い安山岩で作られているので形

状はしっかりしているが、頭部欠損のもの

が幾つかある。丸彫り地蔵菩薩座像は７体

である。

配置されているのは路傍ではなく、お堂

や寺の境内、寺遺跡の傍ら、墓地の中など

である。墓地に置かれたお地蔵さんの多く

は童子等の供養、先祖供養のためであるの

かもしれない。かつては路傍にあったもの

でも都合によりお堂や墓地へ移されたもの

もあるようだ。

寺跡などに残された地蔵群は六地蔵のよ

うである。辞書などによれば、人は生前の

行いにより地獄道、餓鬼道、畜生道、修羅

道、人道、天道という六道のどこかに生ま

れ変わり苦しむという。六道の衆生の過ち

を悔い改めさせ、苦しみから救い阿弥陀様

の世界へ導く６体のお地蔵さんとある。順

に檀陀(だんだ)地蔵、陀羅尼(だらに)地蔵、
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。



宝印(ほういん)地蔵、地持(じじ)地蔵、除

蓋障(じょがいしょう)地蔵、日光(にっこ

う)地蔵などと呼ばれ、手の形・持ち物は

右手錫杖(しゃくじょう)と左手宝珠(ほう

じゅ)、与願印(よがんいん)と宝珠(または

合掌)、宝印(ほういん)と宝珠(ほうじゅ)、

経箱(きょうばこ)と宝珠、施無畏印(せむ

いいん)と宝珠、経巻と宝珠(または数珠)

などとある。宗派により１５説の呼び名と

形があるそうなので、様々な六地蔵がある

ことになる。寺の参道や墓地の入口に配置

されるのは、亡くなった方を救って下さる

ようにとの願いが込められているようだ。

↑万歳山長昌寺ゆかりの六地蔵。天神平(町組共同墓地)入り口にあったのではないかと思われる。

《八田氏と曽我氏のお地蔵さん》

坂下町の石仏-町組之部（昭和 60 年坂下
町文化を守る会編）によると阿弥陀瀬の八

田氏墓地内に丸彫り座像のお地蔵さんがあ

り、背面に「寛延四辛未天八月廿四日 八

田氏」(１７５１年８月２４日)と刻まれて

いると記録されています。確認に出かけ近

所の人と墓地内を探したが見つけることは

出来ませんでした。どこかへ移動されてし

まったようです。上記書籍の中には次のよ

うな正面見取り図があります。非常に穏や

かな顔つきですが内縛印(ないばくいん)を

結ぶ姿は何らかの決意を意味するのでしょ

うか。
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このお地蔵さまと同じ年に造られた三井

寺のお地蔵さまがあります。これには「寛

延四辛未年七月(１７５１年７月)施主曽我

氏」と刻まれています。塔身３５ｃｍの丸

彫り座像で合掌し静かに座しているようで

す。

１６００年代の坂下村は苗木藩の中で新

田開発が可能な地域と見なされ、藩主から

の開発仕置書が出されました。開発が進み

元禄時代(１６００年代後期)には、坂下村

は苗木藩きっての米所となります。

八田氏は１６００年代半ばより万場平

(今の相沢、中之垣外の一部、新田の一部

と思われる)に入り開拓を進めてきた一族
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のようです。１７００年代前半には町組庄

屋職を務めるほどの有力者でした。その後

何らかの理由で八田氏の力が徐々に衰えて

行きました。宝暦９年(１７５９年)正月に

八田氏の守護神であろう星の宮神社を再興

し家内安全を願い、湯立祭を行うと誓って

います。翌１０年６月に湯釜を十二双八幡

宮(今の坂下神社)に奉納し村中の息災と繁

栄を祈願しています。並々ならぬ決意が伺

えます。しかし、庄屋職を務めると財力を

使い果たし交代することはよくあったよう

です。

１７４０年頃(元文ないし寛保ごろ)苗木

狩宿から曽我源左衛門が移動して来ます。

曽我氏は中野方村で代々被官百姓を務めて

いた名家でした。財力と才覚を兼ね揃えて

おり、坂下村の有力者とも繋がりを作りな

がら分家を次々と独立させ、町平から中之

垣外の一部に一気に勢力を広げてゆきま

す。１７００年代中頃には上井用水開設工

事で曽我氏が活躍し、町組の開発におおい

に貢献しました。そして、その後町組の庄

屋職は分家と交代しながら、曽我氏が代々

担うことになり明治維新まで続けて務めま

した。

このような両家が、１７５１年の７月と

８月に地蔵菩薩座像を建立しました。曽我

氏は祈祷寺三井寺に建立し行く末をお守り

下さいと願ったのでしょうか。八田氏は墓

地内に建立し先祖供養を行ったのでしょう

か。両家の交代を想像させられるお地蔵さ

んです。

《横吹(よこぶき)のお地蔵さん》

下外の南端部から瀬戸へ通ずる道路を瀬

戸境の近くまで進むと左側は外川の深い

谷、その上に中央線線路が見られ、反対側

は大きな岩盤になっています。その岩盤に

へばり付いて通称《横吹地蔵》が道路を見

下ろしています。

このお地蔵さんは高さ８０ｃｍ幅５０ｃ

ｍの丸彫り座像で、後ろに小さな屋根を背

負い赤い帽子と涎掛けを付けてもらってい

ます。延享元年(1744)４月２４日から握の
人達を中心に祭りを行って今に至っている

と聞きます。その様子は稲熊万栄氏の絵画

で見ることができます。

↑横吹の岸壁。上方に地蔵石仏が小さく見える。

横吹地蔵が作られた経緯は「坂下の屋号

・地名考」(１６年版坂下町史編纂委員会)

で見ることができます。
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「下屋(しもや)と外洞川を挟んだ瀬戸街

道沿いの分岐点近くを横吹と呼ぶ。同地点

の延長線上に横吹地蔵尊が街道沿いに祀ら

れている。そこは瀬戸街道最難所の岩場で、

街道のできる以前は難儀な所で何度となく

岩雪崩(いわなだれ)が起き、多くの犠牲者

を出している場所でもあった。横吹とは元

来は岩雪崩の起きる難所の呼び名と言われ

る。苗木藩としても高峰山越えの難所を避

けて、何とかして短距離で安全な街道をと

計画を立て、坂下下組および瀬戸村に工事

への協力方を申し入れた。そこで双方の組

より二〇余名の人々が出役し作業を行うこ

ととなった。岩場の工事の安全を祈祷する

地蔵尊を和泉の石工森平兵衛率いる石工連

に依頼するとともに、危ない岩棚の掘削は

両組から出役する人々と石工連が協同して

進められた。工事の安全を祈念する地蔵尊

の完成を急ぐとともに、携わった二〇余名

の見事なチームワークが難所工事を完成さ

せることとなるが、これは見逃せない史実

の一つである。指揮はもちろん下組・瀬戸

組の庄屋・組頭であるが、総元締めとして

下組庄屋吉村八郎右衛門秋信であったと記

録される。」

《聖鑑坊のお地蔵さんと

阿弥陀様前のお地蔵さん》

故原寛メモによると、聖鑑坊(せいかん

ぼう)のお地蔵様は横吹地蔵を建立した下

組庄屋吉村八郎右衛門秋信の父八郎右衛門

朝貞が、享保１４年(１７２９年)８月堺の

石工三宅六兵衛に依頼して建立したものだ

そうです。

古老の話によれば、握から瀬戸へ通ずる

古道の峠に建てられた峠のお地蔵さんで、

道祖神(塞ノ神)でもあり外部から厄災が侵

入することを防ぐ役割を担ったものだそう

です。この古道は握地内にある中央線のト

ンネルの下方に通じ、外川を渡って横吹(字

名)に入り横吹のお地蔵さんの前を通って

いたそうです。峠の部分は昭和の不況時に

↑ 字名｢聖鑑坊｣の石造物の風景
よく整備され花見に良いところである。

掘り割り工事がなされたようです。さらに

道路改修工事がなされており今は峠の面影

もありません。

聖鑑坊と言われる字名とも人の名前とも

区別できない呼び名のものは、大きくて立

派な自然石の古い石碑のことで文字が刻ま

れていますが判読出来ません。一説に南北

朝の伝承があり、いわくありげな雰囲気を

持った石碑です。この地は掘り割り工事や

道路改修後、何年かして整備され１０基ぐ

らいの石造物が集められて握自治会の人達

によって守られてきています。聖鑑坊のお

地蔵さんの塔身(身長)は１０３ｃｍで顔立

ちもよく坂下の丸彫り地蔵菩薩像では最も

大きなものの一つです。
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これと瓜二つのお地蔵さんが西方寺の阿

弥陀様の前に立っておられます。やはり塔

身は１０８ｃｍで坂下での大きな丸彫り地

蔵菩薩立像の一つです。享保１４己酉暮秋

如意日庄六良謹造(１７２９年９月吉日

庄六良が願主で造った)とあります。どち

らも右手に錫杖を左手に宝珠を持つ鶴亀地

蔵と言われるお地蔵様で顔かたち、立ち姿

がそっくりです。それもそのはずです。川

上に居た堺の石工三宅六兵衛の手になるも

のだからです。西方寺のお地蔵さんは、こ

こで信心すればお地蔵さんに導かれて阿弥

陀様の世界へ旅立てることを意味するもの

と考えられます。今も信心しておられる方

が見えるようです。

↑
西
方
寺
「
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弥
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お
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亀
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と
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《首なし地蔵さん》

鎌田宮雄著「ふるさと坂下」の中に首な

し地蔵のお話がありますので、冒頭部分を

以下に引用させてもらいます。

「握の陸橋から折れて、吉村正美さんの

前の竹薮の隅に、首なし地蔵が建立されて

おります。

もともと、この地蔵様は、現在の場所よ

り五十メートルほど離れた水車屋敷にあっ

たのです。この場所にあったのは、木曽川

を渡し舟（今のつり橋附近）で来て、登り

つめる辻に祀られていたのです。それは、

村の衆や旅人が安心して渡れるように祀り

こまれたのでしょう。

↑右側が竹藪、中央柿の木の位置から左側に水車
小屋があったとされる。路は船着き場からの古道で
ある。西方寺、坂下の町へと通じていた。

この地蔵様は、安永三甲午年三月（１７

７４年）に握平中の人達の手で建立された

ものです。

首なし地蔵といういわれは、きっと廃仏

毀釈で打ち崩されて、明治以降放置されて

いるうちに、土地の人たちによって、何時

しか知らぬうちに名付けられたものだと思

います。

その後、首のない地蔵様に、何んとか首

をつけてやりたいと考えられ、近くの吉村

正美さんが、昭和四十四年に苦心に苦心を

重ねて石を刻んでつけられたのです。」

↓
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称
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《金龍山三井寺地蔵堂(きんりゅうざん

さんせいじじぞうどう)》

稲荷山の金龍山三井寺は消失してしまい

ましたが隣接していた地蔵堂は消失を免れ

今も残っています。ここは大正１４年に定

められた恵那郡新四国８８カ所の２５番札

所です。この中には、当時の金龍山主任黒

宮氏が勧請した子安地蔵菩薩立像(中央)、

鶴亀地蔵菩薩立像(左)、弘法大師座像(右)

が納められています。

↑左は、恵那郡新四国８８ヶ所第二十五番札所を
記す石柱。坂下保育園東入口に立つ。
右は、二十五番札所である三井寺地蔵堂とその
内部。中央に子安地蔵、左に鶴亀地蔵、右に弘
法大師像が配されている。

↑左は、子安地蔵菩薩立像

右は、鶴亀地蔵菩薩立像


